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ベーム／ウィーン・フィル、NHKライヴ1975
Die Aufnahme in der NHK  Hall, Tokyo 1975 

COMPACT DISC 1 

田 君 が代

口 オーストリア国家

ルートヴィッヒ・ ヴァン・ベートーヴェン
Ludwig van Bcc,hovcn (I 770-I 827) 

交響,111第 4番変口長調作品60
Symphonic No.4 8-dur op.60 

阻］ 第1楽揺 Adagio-Allegro vivace 

回 第2楽窄：Ad叫 0

固 弟3楽平：：Allegro vivace Menueuo 

匿］ 第4楽窄： Allegro ma non lroppo 

交靱,11, 第 7番イ長調 作品92
Symphonic No.7 A-dur op.92 

図 弟1楽 章 ：Poco sostcnulo -Vivace 

匿］ 第2楽i;l':Allcgreuo 

固］第3楽卒： Prcsoo 

暉 第4楽卒： Allegro con broo 

COMPACT DISC 2 

ノレートヴィッヒ・ヴァン・ベートーヴェン
Ludw;g van Llccihovcn 

江lレオノーレ序 1!11 第3番作品72a
Ouvertilre >Leonore Ill< op.72と1

イーゴル・ストラヴィンスキー
Igo, S1rnv;nsky (I 882-I 971) 

バレエ組 1111《火の鳥》(1919年版）
Der Feuervogel. Ballettsuite 

(3月16日収録） [1:12) 

(3月16日収録） [I :29) 

(3H 16日JJJ/.私fe)

(3月16日収 録）

[ 10:35] 

[10:06] 

[6:02] 

[5:52] 

[13:06) 

[9:42) 

[8:JJ) 

[7:30) 

(3Fl22EI』IUM [15:02] 

(3月17日収録）



図 1芋炎
ln.,oduc.,on 

匡］ 火の.r:&とその踊り
De, Fcuecvogel und ,c;n Tanz 

団］ 火の秘のヴァリアシオン
Vana.,on, Dec Fcumogel 

匿］ 王女たちのロンド
Rc;gcn dee Pdnzcssmncn 

匿］ カッチェイ王の邸の踊り
Hollen,anz de, Kon;g, 

巴子守IIJ{
Wkgcnl;cd 

固 終1111
F;nalヽ：

ヨハン・シュトラウス
Johann S"auss (Sohn) (1825-I 899) 

匿 円舞曲《美しく青 きドナウ》 作品314(アンコーノv)
Ander schonen blauen Donau, W alzer op.314 

リヒャルト・ワーグナー
R ;cha,d Wagnc, (I 8 I 3-I 883) 

囮 楽劇《ニュルンベル クのマイスタージンガー 》
第 1茄への前奏曲
>Die Meistersinger von NUrnberg< Vorspiel zum I. Aufzug 

COMPACT DISC 3 

ルートヴィッヒ・ヴァン・ベートーヴェン
Ludwig van Bcc1hovcn 

田 レオノーレ序 曲 第 3番作品72a
Ouvertlire >Leonore.Ille op.72a 

フランツ・シューベルト
Frnnz Schubert (1797-1828) 

交評1111 第 8番 口短調 D.759 《未完成》
Symphonie No.8 h-moll D.759 >Unvollendetec 

麿］ 第1楽 揺 Allegco modern to 

固］ 第2楽窪：Andante con moto 

[6 02] 

[O 18] 

[I 12] 

[4 28] 

(4 21] 

[4 30] 

(3 35] 

(3月16日収録） (9 15] 

(3月16日収録） [9 39) 

(3月17日収録） [15:02) 

(3月19日収録）

[ 12:48] 

[12:I I] 

ヨハン・シュトラウス
Johann Strnuss (Sohn) 

回 円舞1JJ1《美 しく古きドナウ》 作品314(アンコーノレ）
An der schonen blaucn Donau, Walzer op.3 I 4 

固 トリッチ・トラ、ンチ ・ポルカ作品214(アンコール）
T,-itsch-Tratsch-Polka 

COMPACT DISC 4 

イーゴル ・ストラヴィンスキー
Igoe Strnvinsky 

バレエ組1111《火 の鳥》(1919年 版）
Der Feuervogel, Ballellsuite 

印 1手炎
ln<rnduc<ion 

口 火の心とその~ili り
Dec Fcuccvogcl und scin T.,nz 

固］ 火の心のヴァリアシオン
y.,,;.,,.on, Dec Fcuccvogcl 

回 王女たちのロンド
Rei gen dee Pei nzcssurncn 

固 カッチェイ王の暉の踊り
1-lollcn<anz des Konig, 

-{-守 IIJl
Wicgcnlicd 

図 終1111
Finale 

ヨハネス・プラームス
Johannes Brnhms (1833-1897) 

交響lllf第 1番ハ短調作品68
Symphonic No. I c-moll op.68 

固 第1楽揺 Unpoco sostenuto -Allegro 

回 第2楽硲：： Andante sostenuto -Allegro 

⑩ 第3楽硲：Un・poco allegretto c grazioso 

田］第4楽1;;::Adagio -Pio Andante 
-Allegro non troppo ma con'bno 

(3月17日収緑） [9: 15] 

(3月25日収録） [2:44] 

(3月22日収録）

[6 02) 

(0 18) 

[I 12) 

[4 28) 

[4 21] 

[4 30] 

[3 35] 

(3月17日収録）

[13 53] 

[10 18] 

(4 31] 

[16 48] 



COMPACT DISC 5 

フランツ・シューベルト
F,・anz Schubert 

交 響 1111 第9番ハ長調 D.944《ザ・グ レート》
Symphonic No.9 C-dur 0.944 

ロ］第1楽卒：Andante -Allegro ma non troppo 

厄〕 第2楽 卒 ：Andante con moto 

回 第3楽謡 Scherzo.Allegro vivace 

匝 第4楽 卒 ：Allegro vivace 

リヒャルト・ワーグナー
R;chard Wagnc, 

(3月19日収録 ）

[12:06] 

[12:06] 

[14:51] 

[ 14:24] 

固 楽劇《ニュル ンベルクのマイスタージンガー》 (3月19El収 録 ） [9:39] 

第 1祁への前突 1!11(アンコール）
>Die Meistersinger von Nlirnberg≪Yorspiel zum I. Aufzug 

COMPACT DISC 6 

ヨハネス・プラームス
Johannes Brnhms (1833-I 897) 

交聘 1111 第 1番ハ短調作品68 (3月22日収 録 ）
Symphonic No. I c-moll op.68 

田 第1楽;-;;::Un poco sostenuto -Allegro [13:43) 

麿 第2楽 揺 Andantesostenuto -Allegro [ 10:50) 

匡］ 第3楽;-:;::Un poco allegretto e grazioso [ 4:35) 

回l第4楽揺 Adagio-Piu Andante [17:20) 
-Allegro non troppo ma con brio 

リヒャル ト・ワーグナー
R;chacd Wagner 

固 楽劇《ニュル ンベルクのマイスタージンガー》 (3月22日収録 ） [9:45] 

第 1硲への前奏 1111(アンコーノレ）
,Die Meistersinger von NUrnbergc Vorspicl zurn I. Aufzug 

COMPACT DISC 7 

ヴォル フガング・アマデウス・モーツァル ト
Wolfgang Amadeus Mozan (1756・1791)

交響曲第41番ハ長調 K.551《ジュピター》
Symphonic No.41 C-dur KV551 ,Jupiter< 

III第 1楽窃：Allegro vivace 
虚］ 第2楽,・;;::Andante cantabile 
固l第3楽章：Mcnucllo. Allegrello -Tno 
図］ 第4楽沿：：Molto Allegro 

ヨハン・シュトラウス
Johann Strnuss (Sohn) 

固 円舞曲《南 国のばら》作品388
Rosen aus dem SUden, W alzer op.388 

阻］ アンネン・ポルカ 作 品 117
Annen Polka op.117 

巴l臭 帝円舞,u●1作品437
Kaisewalzer op.437 

匿 常動曲 作品257
Perpetuum mobile op.257 

ヨハン・シュトラウス＆ヨーゼフ・シュトラウス
Johunn S≪auss (Sohn) & Josef S<rnuss (1827-1870) 

匝］ ピッツイカート・ポルカ
Pizzicato-Polka 

ヨハン・シュトラウス
Johann Strnuss (Sohn) 

暉 喜歌劇《こうもり》 序 r.lJ●I
,Die Fledermaus≪OuvenUre 

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
Wiener Philjiarrnoniker 

指揮：カーノV・ベーム
Dirigent: Karl B引hrn

録n,191s年3月束京NHKホー /V
くライヴ・レコーディング＞

協力： NHKサーピス響センクー

(3月25日収録 ）

[8 17] 
[7 47] 

[5 35] 
[6 27] 

(3月25El収 録 ） [8 47) 

(3Jil 25 El ,1又5汝） [4 17) 

(3月250収 録 ） [11 19) 

(3月25El収 録） [2 50) 

(3f'J 25「I』I又釦 [2 36) 

(3月25日収録 ） [8.24] 



カール・ペーム／ウィーン・フィルハーモニー

1975年日本公演日手呈および演奏曲目

3 JI 161こI(1,1) 

君が代

ォーストリア国家

ペートーヴェン： 交響曲第 4番変口長調 作品60

ペ ートーヴェン：交響曲第 7番イ長躙 作品92

ヨハン ・シュ トラウス ：円日 曲 く美 し く青き ドナウ＞ 作品314 (アンコール）

ゥーグナー：楽劇 くニュルンペルクのマイスタージンガー〉 第 1幕 への前奏 曲（アンコール）

3 JI 1711 (JI) 

ペ ートーヴェン：レオノーレ序曲第 3番作品72a

ストラヴィンスキー：パレエ組曲 く火の鳥) (1919年版）

プラームス：交響曲第 1番ハ短調 作品6B

ヨハン・シュトラウス：円舞 曲 く美 しく 青き ドナウ＞作品314 (アンコール）

3 J 11911 (水）
シュ ー ペルト ：交響曲第 8番口短訓 D.759(未完成＞

シュ ー ペルト ：交響曲第 9番ハ長鯛 D.944 (ザ ・グレート 》

ワーグナー：楽劇 くニュルンペ ルクのマイスタージンガー） 第 1幕 への前奏 曲（ア ン コール）

3月2011(木）
ペー トー ヴェ ン：交饗1111 第 4番変口 l-l:,/1.Jfl咄',60
ペー トーヴェン：父闊1111第 7番イ 此 ，＂り作 ，',,',92

3 JI 2211 (」こ）

ペ ートーヴェン：レオノ ー レ序曲第 3番作品72a

ストラヴィンスキー：パレエ組曲 （火の鳥) (1919年版）

プラームス：交響曲第 1番ハ短調作品6B

ワーグナー：楽慮1J くニュルンペルクのマイスタージ ンガー〉 第 1幕 への前奏 曲（アンコール）

3 JJ2:HI (II) 

シューペル ト：父堺1111第 8番口短油ID. 759 (木完成＞

シューペル ト：交態1111 第 9番ハ長池ID.944 (ザ ・グ レー ト＞

3)12511 (火）

モーツ ァルト：交響曲第41番ハ長 調 K.551 (ジュピター＞

ヨハン・ シ ュトラウス ：円冥 曲 （南国のばら＞ 作品38B

ヨハン・シュトラウス：アンネン・ポルカ作品117

ヨハン・ シュ トラウ ス ：皇帝円三曲作品437

ヨハン・シュトラウス：常動曲作品257

ヨハン ・シュ トラウス ：lり舞1111く美 しく wきドナウ） 作品314
ヨハン／ ヨーゼフ・シュトラウス：ピッツイカート ・ポルカ

ヨハン・ シュトラウス ：喜歌劇 くこうもり ）序曲

ヨハン・ シュトラウス ：トリ ッチ・トラッチ・ポルカ作品214 (アンコール）

以上いずれも指揮はカール ・ペーム、全楊は束京 ・NI-IKホール

太字は収録1111をぶし ます。

3月27El (木） 名古 届 市民全 館

4月 1日（火）広，r.:,郵促II守金会節
4月 4日（金） 仙 台、＇函城限民 会 館

ロ ッシーニ：歌劇 くセ ミラーミデ＞序 1111

シューペルト：交響1111 第 5番変ロ・J乏拙ID.485 

ドヴォルザーク ：交如11, 第 9番ホ短団り作品95く新世界より ＞

3月28日（金）大阪フ ェステイパル ・ホール

ヴィヴァルディ ：2つのヴァ イオリ ン、 2つのフル ー ト、2つのオーポエ、 2つのクラ リネッ ト、

フプ・ゴッ ト、弦 と・iili奏低行のための協奏 ,11,ハ此)/,JR.556 
＜船ロレ ンツォの祝f-1のために》

モーツ ァル ト：交如11, 第25番 卜短調 K.183
プラームス ：交製1111 第 4番ホ短訊1作品98

3月29日（土 ）大阪、 フェスティパル ・ホール

4月 3日（木）束取 NHKホール

ペートーヴェン： ＜プ ロメテウスのfl1J造物>p泊Ill侶 ',j',43

プラームス：ヴァイオリンとチ ェ ロのための二 珀協奏1111 イ短団り 作 品102

ドヴォルザーク ：交咽曲 第 9Ill'ホ短利り 作 品95く新 1]1界 よ り＞

3月31日（月）松山市民仝 餡

4月 2B (水 ）や屈岡市民会 館
4月 6日(B) 札蜆北海道l沢 lこ年 金会餡

ロ ッシーニ：歌劇 くセ ミラーミデ＞ 序1111

シューペルト：交饗1111 第 5番変ロ・i紐 /,JD.485 
プラームス ：交響,11, 第 4番ホ短曲 作品98

以上 いずれも指揮はリ ッカルド ・ムーティ
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●コンサートマスター
Konzectmolsto, 

ゲルハル ト・ヘッツェ ル
Gcrhoo・d l lctzcl 

ラ イナー ・キ ュッヒル
R,dnc,・Kuehl 

エーリヒ・ピ ンダー
£,.;ch Blndcc 

ヴェルナー ・ヒ ンク
Wcrnc,・11;nk 

1975年ウィーン・フィルハーモニー

来日公演メンパー表

● 第 2ヴァイオリン
II. Violine 

● 第 1ヴァイオリン
I. Vlollne 

ヴォルフガング・ポ ドゥシュカ
Wnlrg,mg Poduschl<a 

グスクフ ・スウォポダ
Gustav S、voboda
ア ン トン ・シュ トラー カ
Anoon Sornk,, 

エドゥアルト ・ラ リ シュ
Edu,u・d La,・ys, 

フ リ ッツ ・ライターマイア
Fdtz Lcltcmcyc,・ 

ハンス ・ノヴァク
I lans Novak 

ゲオルク ・ペ ドリ ー
Gco,g Bcd,・y 

フ リ ッ ツ・ケリ ー
r-,;tz Kc,・cy 

ア Jレフレ ー ト・ シュターJレ
Alfred Sta,u・ 

アルフレ ー ト・ヴェル ト
Alf.-c<Wclt 

ヘルペル ト・ ・／ュミッ ト
Hc,bc,・t Schmid 

".'-Iレムー ト・プッフラー
llclmuth Purrlc,・ 

ヘルペルト ・フ リュハウフ
I lc,・bc,・t r-,・ulrnur 

ペー タ ー ・ゲッツェ Jレ
Pete, Glltzcl 

パ ウル・グッゲンペルガー
Paul Gug"如 bc,・"c,・

ゲルハル ト・リ ペンスキー
Gc.-Juu・d Ubcnsky 

ヘルペルト・リ ンケ
I lc,・bc,・t Linke 

マ ンフ レー ト・ クーン
Manfred l<uhn 

アルフレー ト・アルテンプルガー
A I h・cd A ltc nbuo·xc •· 

ヴィルヘルム ・ヒ ュープナ ー
w ;n,clm l・IUbnc,・ 

ペーター ・ヴ ェヒター
Pelee Wach<cc 

ハンス ・ヴォルフガング・ウイース
I Jans Wolrs,n以 we;JヽS

アルフォ ンス ・エ ッガー
Alrons E"""'" 
マ リオ・パイヤー
Ma ,•;o Heye,・ 

フランツ ・フィッシャー
F,・a『,zF;=hc,・ 

オ ッ トー ・ネッシッィウス
Ollo Ncss;z;us 

ハンス ・クーシェ
llans KuselヽC

ア）レフレー ト・ シュピラー
Alr,・cd Sp;Ja,・ 

ウ'7・ルタ ー ・シ ト，ンデノフスキー
Waloc,・Sludcnuvsky 

ョーゼフ ・コ ン ドル
Jose(Kondoc 

エルンス 1ヽ・パルトロ，，イ
Ernst Ba, ・<olomcy

ヴィルヘルム ・マタイス
w ;nヽelmMathds 

オル トウィ ン・オ ッ トマイアー
O,-, .. ;,. Ounu,;c, 

エ ドウィ ン・ウ ェルナー
Edw;n Wcrnc,・ 

ハインツ ・ハンケ
JJc;nz llankc 

ク リスティアン ・ツァロ ーデク
CJヽdsUanZnlodck 

・ ヴィオラ
Viol• 

ルドルフ ・シュ トレ ンク
l<udol「St<・cue

ヨーゼフ ・シュクール
Jo=r Sta,u・ 

ヘ ル ムー I・・ヴフ・イス
I lclmut Weis 

ギュンター ・プライテンパッハ
Guntl、c,・B.-citcnbach
クラウス ・パ イスタイナー
l<laus Pcistcincc 

ペーター ・ペー ヒャ
Pelee Pecha 

8
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ローペルト ・ニッチュ
Robe,・, N;osch 

ゲオルク ・,<タイ
Gco,u PM"Y 

カール・シュティーアホーフ
1<,,.・1 SUc.-1,of 

9 ゞウ ル ・フュ Iレス ト
Paul r-um  

ヴ ァルク ー ・プロフスキー
w,.1,c, Blovsky 

クル ト・ アンデルス
Kuc< Andc,・s 

エルハル ト・リト シャウアー
E,・hacd U• = hauc , 
ギュンター ・スコーカン
GUnoc, S,kokan 

ゴッ トフ リー ト・マルティン
Gottfdcd Ma ,•,;n 

● チェロ
v;oloncello 

ロ ーペル ト・ シャイヴァイン
Robert Schchve;n 

ウォルフガング・ヘ ルツ ァー
Wolfgang 1-lcrzc,・ 

フランツ ・パル トロノイ
Franz Ba, ―tolomcy 

ディーター ・ギュル トラー
l);ctcr Gth・tlcr 

フ リー ド リ ヒ ・ドレッ ァル
I'dcddch Dolezal 

エーヴァルト ・ウィンクラー
Ewald w;nklcr 

ル ー トウ’ィヒ ・パインル
Ludw;g Bc;nl 

ヴェルナー・レーセル
Wcrnc,・Re如 1

ラ イ ンハルト ・レ ップ
l<ch,hard Repp 

アダルペル ト・ スコチッチ
/¥da lbcrt Skoc;c 

フランツ ・クロイツァー
I'n,nz K,・cuzer 

ラ イ ン ホノレ ト・ ジーグ）レ
1<c;nhold S;cgl 

ゲ）レ9 ヽル ト・ カウフマン
Gc.-lmnl Kaufmann 

・ コン トラパス
Kontcoboss 

プルクハルト ・クロイ トラー
Buckhu,・d K,・"utlcc 

ヘルペル ト・マンハル ト
I lc,・bc,・t Manha,・t 

10 

ホルス ト・ ミュンスター
Hom  MUnslco・ 

マルティン ・ウンガー
Mao・<in UnKCC 

フランツ ・ホ ー ル プ
r-,・an, llolub 

アルフレ ー ト・プラニャフスキー
Alfred Planyavsky 

フェルディナン I・ .コサーク
r-e,・dimmd Kosak 

ヴォルフラム ・ゲルナー
Wolfram Gomcc 

ラ イ ンハル ト・デューラー
Rcinhacd Dun・cc 

ゲ Iレハル ト・フォ ルマーネク
Gc,・h,u・d Fo,・manck 

ミラン ・サガー ト
Milan Saga, 

ノレド）レフ・デー ゲン
Rudolf Degen 

● ハープ
Horfe 

9 ヽラル 1ヽ ・カウッキー
1-larnld J<aulzky 

● フルート
Flらto

ヴェルナー・トリ ップ
Wcrnc,・Tdpp 

ヘ ル ペル ト・レズニチェク
l・lc.-1,crt Rczn;cck 

ヴォルアガング・シュルツ
Wolfg,n,g Schulz 

ハンス・レズニチェク
!fans l<czn;cck 

Jレイス・ リヴィエーレ
Lmds R;vkrc 

マ イ ンハル ト・ ニ ー ダーマイア
Meh,hact N;cdcnnny,・ 

Jレ ド）レフ ・ネクヴァシJレ
Rudolf NckvnsH 

● オーポエ
Oboe 

カ ー ル ・マイヤーホーファー
Kaci May,・hofc,・ 

ゲルハル ト・トゥレチェク
Gerh,ml Tu,・c<schck 

ヴァルター ・レーマイヤー
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● ホルン
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Roland Bc,・gc,・ 
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Wolfgang TombOck 
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Volkm・Aleman 
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Roland Ba,u・ 
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II 

● トランペット
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Josef Pombccgcc 
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ヘルムー I・・ウォービッシュ
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ヨーゼフ ・ヘル
Jo泌 rllcll 
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Posaune 

9 ヽンス ・パウアー
llaus Bauce 
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Rudolf Jo如 1

ョーゼフ ・ロ ーム
Jo如 rRohm 

工 Jレンス ト・ シャ イト
Erns< Schc;, 

● テューパ
Tub• 
ョーゼフ ・フンメル
Jo如 fHummel 

・打楽晉
Schlag;nstcumento 

グスクフ ・シュスクー
Gustav Schuslcc 

フランツ ・プロ シェク
F,・,mz B.-oschck 

ホルス 1ヽ・ペルガー
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ヴォルフガング・シュスクー
WolfP,ang Schustc,・ 

クル ト・プ リオダ
Ku,・< P.-;hoda 

フラン ツ ・ザマー ツナ Jレ
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曲目について 神話の巨人 （エロイカと英雄） に抑 まれて立

交響曲第 4番 変口長調作品60 つ滑純なギ リシャの乙女」という シューマン

（ペートーヴェン） の批評は名高い。古典(I勺な均整美の中にllil典

作曲 1806年秋。上シレジア地方（現ポーラ 的に溢れ出 るロマン的な詩梢を宿すこの1111は、

ンド）オーパー＝グロガウのパロック風の城館 その内側にペー トーヴェン独 自の壮大な想念

を居住地 にしていた斉楽好きのi't族フラン がかくされており、造型的な意志の強さが全

ツ ・フォン ・オッパースドルフ伯爵は、」(IL緑 1111をつらぬいて、完成度の窃さは楽敷の全 9

にあたるリヒノフスキー侯爵のウィ ーンの西 1111の交饗1111中のどれにも劣らないものがある。

殿を訪れたとき、ペー トーヴェンと知りあ っ 外形」こはひとつ前の （英雄）以前に逆行して

て、彼自身その楽はも つとめる自分の宮廷オ いるように兄えながら、実際にはそうした感

ーケス トラのための作1111を依頼した。交饗1111 想がま っ たくの絵空~ 事といえる内而的な充実

第 4番はこのシレジアの領主の求めに応じて と新しさをもつ作品であり、 lltlけばきくほど

その人に献呈された作品であるが、最初から に感典の窃まる「くろうと（玄人）好みの楽

そのつもりで作1111されたのではなく、楽曲の 1111」 ともされている。

成立には、ペー トーヴェンの 「不滅の愛人」 第 1楽章 アダージ ョ （変口短調、 4分の 4

の最有力な候補者とされるテレ ーゼ ・フォ 拍子） ーアレグロ ・ヴィヴァーチェ（変口長

ン ・プルンスヴィク伯爵令嬢との婚約 (1806 調、 2分の 2拍子、ソナタ形式）は、ロマン

年 5月）が軍要な要索になっているものと考 的な、夢みるような序奏に始ま って、その中

えられている。 で示された音型が、つづく楽鉗主部の第］ 主

初演 1807年 3月、作1111者自身の指揮により、 題に登場する。単純な分散和音にもとづくそ

ウィーンのロプコヴィッツ邸にて。 の主迎は経過部の後にもういちど姿を現し、

やがて木管に可憐な第 2主題が出て、さらに

（英雄） （交態1111第 3番）の 2年半ほど後、 クラリネットとファコ・ソトが松倣的に奏する

「傑作の森」と呼ばれるペー トーヴェンの最盛 第 3主題へと甜かれる。I殴MM部は主 として策

期に、次の （連命） （第 5番）とはちがってお 1主題を扱い、ほぼ公式どおりの再現部がそ

そらくは短期1/iH、こ{'::き上げられた第 4番は、 れにつづ く。

結局は悲しい破，1炎におわるテレーゼ姫 との婚 第 2楽章 アダージョ（変ホ長調、 4分の 3

約の森ぴを楽迎が心底から表明した明る＜健 拍子、展llf.l部を欠くソナタ形式）は、ペート

康な幸福感にみちた作品で、「ふたりの北国の ーヴェンが咎いたも っとも甘美で梢緒的な緩
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徐楽窄であると共に後期の作品の特徴であ 非公間の初浙がおこなわれたが、公I/Mi寅奏の ー トーヴェンが,;r::いたも っとも長大な序奏部 レオノーレ序曲第 3番作品72a

る 「考えるアダージ ョj のjjijぷれとも認めら 際には 「ウ ェリントンの勝利．またはヴィッ (62小節におよぷ）で開始され、その巾にリズ （ペートーヴェン）

れている。ふたつの主題 をもち、祁現部は｝炎 トリ アの会戦」（戦争交孵11!1)も同時に初油さ ムの生起してくる過程がつぷさに描かれる。 作曲 1806年 1月。ペー トーヴェンの唯一の

l朴1部風に処理される。 れ、共ども大好評を 開して、 第 7番の第 2楽 つづく楽1;、i:三じ部は、序奏,i-,に示された付点リ 歌屈,,〈フィデ リオ） (J, と初は （レオ ノー レ）と

第 3楽章 アレグロ・ヴィ ヴァーチェ （変口 窃はアンコ ールさ れた。 また両1111とも短期間 ズムの背型を基本楽想 として巌IJIIされ、 蹄動 題 されていた）は、 1805年11月ウィ ーンのア

長調、 4分の 3拍子、複合三部形式）は、ス 中につづいて 2回再油 され、 1814年 2月27El 的ではあるがなめらかに進行してゆく 。 ン ・デア ・ウィーン1.1111楊で初油されたが、翌

ケルツォとはIIJJ記されていないが、 内容は明 ウィーンのレドゥーテンザールにおける交饗 第 2楽章 アレグレッ ト（イ短，祝l、 4分の 2 1806年に改作がおこなわれ、さらにその 8年

らかにスケルツォで、 トリオが 2回反復され 1111第 8番 と三前111;.1111(破廉恥な女、おののけ｝ 拍子、 三部形式）は、再油の際にもつねにア 後にも大々的な改訂がほど こされた。「レオノ

る。 （作品116)の初油の際にも、それらの 4度目 ンコールが求め られた布名な楽卒で、 「不滅の 一レ序1111第 3番」は、ペー トーヴェンが1ii]後

第 4楽章 アレグロ・マ ・ノン ・ト ロッポ （変 の油奏がお こなわれた。 アレグレット」 とも呼ばれる。後にシューマ 4回作1111したこのオペラのための 「序1111」,.,.. 

ロ長調、 4分の 2拍子、ソナタ形式）は、 常 ンは この楽3位の主題 によるピアノの ための の 3つ目にあたるもので、もっとも名窃い。

動1111ふうの楽想 と俊稚な旋律によ ってつらぬ 交響1111第 7番 と、それとほぼ同時に完成さ 「自 由な変奏形式による紬押1111」(WoO 31、 初演 1806年 3月29Fl、アン ・デア ・ウィー

かれるフィ ナー レ。そのため軽快な1,11象をあ れた第 8番 とは、 4年前の第 5番、第 6番の 1831-35)を作11!1した。 ン/j¥lJ楊における （フイデ リオ）第 2版の上浙

たえるが、 内容的には重厚かつ緻密に形づ く 成立の過程によく 似た双生児的な関係にある 第 3楽章 プ レス ト（ヘ・長調、 4分の 3拍子） に際して、 イグナーツ ・フォン ・ザイフリー

られてお り、中期のペー トーヴェンらしいも が、 21111が相互にきわ立って対照的な性格を は、ジーグ節1111風の リズムによるスケルツォ トの指揮でお こなわれた。

りあが りを持つ。再現部は拡大さ れている。 持つことでも両者は類似 している。第 7番を で、ニーダーエスターラィ ヒ（オース トリ ア

リス トは 「リズムの神化」 と評し、ワーグナ 北束部の州）の古い巡礼歌 を主旋律と擦 る愛 歌劇 （フィデ リオ）のための 4つのl-?=11!1、

交響曲第 7番イ長調作品92 ーは 「蹄踏の型化」 と賛えたが、その言菜ど らしいトリ オ（アッ サイ ・メノ ・プ レス ト、 つまり 「レオノー レ序,11し （第 1-3番） とiiり

（ペートーヴェン） おり、この交押1111では リズムが一買 して支配 ニ長濶）が 2度挿入される。 後に作,11,された 「フィデリオ序1111」はそれぞ

作曲 1811年秋から1812年 7月まで、しかし 的な役割を朱 していて、それがこの1111の表現 第 4楽章 ア レグロ ・コン ・プ リオ （イ 長拙l、 れすぐれているが、 「レオノー レ第 3番」はこ

ペー トーヴェンの交押1111の多くがそうである 上のも っとも巫要なファクターにな っている。 4分の 2+1'1子、ソ ナタ形式）は、 力と歓喜が のオペ ラの第 1版の初油の際に油奏された

ように、こ の1111の卯l作過程は予備的な段階を 緩徐楽究である第 2楽蹂が1MUJ的なア レグレ 一貫す る熱狂的なフィナーレで、 「洒神の狂 「第 2番」（第 1番は使用 されなかった）にか

ふく めると いっそう 」と期にわたってお り、第 ッ トであることも、その顕呼な一例 とされた 乱」 とも たとえられ、 リズムの泊気が全楽穿 な り似かよ っており 、アダージョ （ハ長拙l、

2楽鉛：アレグレッ トの第 1主題のスケッチは が、 対位法的な技巧を控 えめにHJいたこの楽 を支配する。 4小節の祁入 （その中の 2小節i 4分の 3拍子）のl・i"奏に始 まる。これにソナ

交饗1111第 5番の作1111期間中であ った1806年に 臨に、後期のペー トーヴェンの深述で幽玄な は休止）の後に策 lヴァイオ リンの宅奏で現 夕形式をとるアレグロ（ハ長調、 2分の 2拍

すでにおこなわれていた。 世界が予知 されていることも注目される。 れるヒ1まぐるしい第 1主臨は、 強烈なアクセ ー（-）がつづくが、I炭llf.J部の終り に、オベラの

初演 1813年12月 8El、ウィー ン大学講棠に 第 1楽章 ポコ ・ソステヌー ト（イ・長調、 4 ン トが弱拍部にf{lかれてお り、そのためいっ 中で悪徳のJfrJ務所長を裁 く司法大臣の到豹を

て、ペー トーヴェン 1'.I身の指揮による。これ 分の 4評し、 l'J廿lな形式） ーヴィヴァ ーチェ そう 感f,'/の表出が強められている。 告げる トランペ ットのファンファーレが舞台

に先がけて同年 4J-120 II、ル ドルフ大公邸で （イ ・長訓、 8分の 6拍子、ソナタ形式）は、ペ 裂で奏され、 さらに第 2ぶ知の四頂II/',くあいつ

14 15 



は死ぬのだ〉の後半の伴奏旋律が静かに現れ ル・フォーキン。なお楽1111はリムスキー＝コル

て、それがファンファーレと共に反復される。 サコフに献呈された。

その後に第 1、第 2主迎が再現し、力強いコ 1919年版 〈火の秘＞はオリジナルのパレエ全

ーダが熱狂的に1111を終結へとみちぴく 。 1111のほかに、ス トラヴィ ンスキー自身によ っ

「レオノーレ序1111第3番」は、 1814年ウィー て「祈奏全用」の 3稲のエディションが作ら

ン会議のさなかにケルントナー トール1加pi:;で れている。第 1の 「1911年版」は交響組1111と

初浙された 〈フィデリオ〉第 3版のための1ヤ 呼ばれるもので、その楽器編成は原1111どおり

1111 (フィデリオ序1111)が、 1知l楊の間秘の音楽

にふさわしく簡都につくられているのとは対

照的に、それ自体がオペラの1剥的内容を裂約

して物語るほどに雄弁な、むしろ交陛詩に近

い楽1111となっている。そのため浙奏会用序1111

として単独に採り上げられることが多く、オ

ペラに使用される場合にも 「序1111」としてで

はなく、大詰めの第 2 秘 • 第 2楊の前か、第

1甜と策 2碓の間に抑入されるのが通常であ

る。

パレエ組曲（火の鳥）(1919年版）

（ストラヴィンスキー）

作曲と初演 ストラヴィンスキーによるディ

アギレフのロシア舞踊団のためのパレエ第 1

作 （火の秘） （仏 L'oiseaude feu、英 The

fire bird)は、 1909年11月から翌年 5月にかけ

てペテルスプルク（現レニングラード）で作

lllJされ、 1910年 6月25Elパ リのオペラ座で、

その前年ロ シアの有名な典行師ディアギレフ

が結成したロシア舞踊団によ って初油された。

指揮はガプリエル・ ピエルネ、振付は ミシェ

の 4管編成によっている。第 2の「1919年版」

は油奏会M組Jillと題されており、それがこの

アルパムの油奏諮でもあるが、オーケストレ

ーションは 2符編成（木管 2、 2、 2、 2、

→管 4、 2、 3、 1、一打楽器―ハ

ープ、 ピアノー一弦 5部）に縮小されている。

第 3の「1947年版」は第 2のものと同じ 2笠

編成だが、 Jill数はこれがも っとも多く 、1950

年パランシンの捩付でニ ューヨーク ・シテ

ィ ・パレエ1可lによりパレエとしても上油され

た。 しかし油突会用のパレエ組1111としては

「1919年版」がも っとも名邸く、下記の辿絞す

る五つの部分からなっている一

1. 序奏～火の鳥とその踊り～

火の鳥のヴァ リアシオン

2. 女王たちのロンド（ホロヴォ ード霙曲）

3, カッチェイ王の魔の踊り

4. 子守歌

5. 終曲

〈火の秘）の物話はロシアの古い民話による

もので、「火の秘」とは超自然界の苦良な妖梢

^

,•

,'~ 

であり、緑色の爪をもっ r靡王カ ッチェイ」

は邪悪のみ徴である。彼の王国に立ち入る人

1:nは、邸法によ って、女は幽IU・Iされ男は石に

変え られる。この悪邸は不死だが、秘密の小

箱の中に入れてある卵の形をした彼の魂がこ

わされると、邸力を失って破滅する。ス トラ

ヴィンスキーは、超自然りれこ／属する火の島や

カッチェイと、悪炭と戦うイワン王子や彼が

救出する王女たち、つまり自然界の人間と を、

音楽的にどのように区別して表現すればよい

かという点に苦｝忍したという 。彼は解決のい

と口を、恩、f:Hiでもあり親しい友でもあった リ

ムスキー＝コルサコフのオベラ （金鵜》に兄出

して、このロシア風の旋律と管弦楽のきらめ

く色彩芙と視代(l'•J なリズム感が楽1111 をみたす

名高いパレエ 1111 を~•:: き上げたのであった。

「 1919年版」は一一—

①初めに弱？環をつけた低詔玄が大太鼓の

弱い述打を伴って、 8分の12拍子のゆるやか

に蛇行する l'i型を奏する。 この動機は超自然

界をIii'.-示するもので、不死のカッチェイとそ

の手下の妖怪たちゃ火の品の出現の際1こ、さ

まざまな形で再現する。この「11:奏」（※パレ

工全llllの第 I1111)のあとに、筑金の リンゴが

たわわに実るカッチェイ王の炭法の庭園（※

第 211!1) と、火の秘がイワ ン王子に追われて

そこに姿を現わす楊而の音楽 （※第 311!1)の

断片がつづき、 次いで火の秘の踊り（※第 4

1111) がきらぴやかに展開される。

② これはカッチェイのため捕われの身にな

っている13人の乙女たちが、賀金の リンゴを

手にとって俊雅に踊る楊面の音楽（※第101111)

で、このホロヴォ ー ドKhorovodというロシ

ア舞liltの主題は、名邸いロシア民謡 （庭園に

て）から採られている。イワン王子は、踊り

たわむれる彼女たちの中でひときわ美しいツ

アレヴナ王女から身上話をlltlいて、麗わしい

姫を救い出す決心をする。

③王子はカッチェイの手下の名どもに捕わ

れて、邸王の呪文で石に化身されそうになる。

彼は、逃がしてやった火の品がお礼に くれた

羽毛のことを息い出 して、それを振ると、火

の秘が飛んで米る。そして涎王と妖怪どもに

邸法をかけて、いつまでも踊り つづけさせる。

これはその荒々しい舞踊の音楽（※第161111)

である。

④彼等が踊りつかれて倒れると、火の恥は

子守歌を歌ってカッチェイたちを眠らせる。

その11:1に王子は炭王の魂が入っている卵を探

し出す。 （※第171111と第181111の冒頻の 6小節）

⑤卵が割られてカッチェイは滅ぴ、平和が

よみがえる。 1111は歓喜のしらぺになって、そ

のクライマックスで終結する。 （※第181111)

上記の中、 ③～⑤は切れ目なく つづけて浙

奏され、それ以前の部分にもながい区切り（休

止）は附かれていない。
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楽劇（ニュルンペルクのマイスタージンガー）

第 1幕への前奏曲 （ワーグナー）

作曲 1862年11)-1。楽,:,,全体は、 1862年に亡

命中のパリでワーグナー自 身台本を杓き上げ、

作,11,に1,・手したが、完成はずっとおくれて

1867年10月スイスのルツェルン近郊の トリ ー

プシェンであった。

初演 1862年末、ラ イプツィヒにて。楽1≫11全

体の初油は1868年 6/'I、ミュンヘンでおこな

われた。

15-16世紀のドイツ （神嬰ローマ帝国）の職

人組合の詩歌に秀でた親方（マイスタージン

ガー）たちの歌合戦を叫材 とする 3ふ知の楽J,¥llj

の最初の1i1i奏1111は、ハ長池lで始 まり 、力強い

「マイスタ ージンガーの動機」に、 騎士ワルタ

ーとその恋人エヴァの 「愛のf,'f-J在の動機」 が

つづき、さらに 「行fViの動機」「芸術の動機」
その他のさまざまなライ トモティーフの登楊

と反復によって構成されて いる。ワーグナー

はこの楽劇では珍しくもそれらを対位法的な

手法をも って処狸して、立体感と部やかで

幽々とした雰囲気を巧みに盛り立てている。

交響曲第 8番 口短調 D.759 {未完成）

（シューペルト）

作曲 1822年秋？ シューペル トの自箱楽諮の

最初のページには、 1822年10月30日と いう El

付が,;1 ~きしるされているが、その後の創作過
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程は不IIJIな点が多い。彼がオース トリ ア束南

の山地地方シュタ イアーマルクの背楽協仝の

名榜会且にlitされた感謝のしるしとして、同

協会に 「近 く自作の交咽1111のひとつの総諮を

謹んで献呈する」とい う牲状 を送ったのは、

その 1年近 くがすぎた1923年 9J-l 20Hであっ

た。 しかもシューペル トの死後発兄されたそ

の交押1111は、 （未完成｝との名称のごとく、 iiii

半のふたつの楽甜しか咎き上げられていない

作，',,',であった。

初演 1865年12月17日、ウ ィーン楽友協会の

油奏会にて、ヨハン ・ヘルベックの指郡によ

る。当時ウ ィーン楽友協会の指揮者をしてい

たヘルペック JohannRitter von 1-lerbeck 

(1831 -1877)は、ヨハン ・シュ トラウスの円

節1ll1(文しく wきドナウ〉の初iiii者としても
知 られ、後にウィーン函廷歌）.ll•I楊（現・ウィ

ーン国立歌劇場）の指揮者もつとめたが、彼

は、グラーツのシュタイアーマルク昏楽協会

の全虻であったアンセルム ・ヒュッテンプレ

ンナーの手許にシューペル トの未発表の交饗

1111の手,1::き楽訥がのこされてい ることを、 同

じくシューペル トの11:J友であったその弟ヨゼ

フ ・ヒュッテンプレンナーから!ltlいた。ヘル

ペックはすぐさま グラーツ近郊のオーバー＝

アンド リッツに住んでいた兄ア ンセルムを訪

れ、彼の作品のひとつをウィーンでiiii奏する

ことの兄返り として、シューペルト の迫稿 を

手に入れた。その結果、作1111後およそ43年、

そしてシューペル トの死後37年、 人知れず埋

もれていたこの名1111はよみがえ り、初めて世

人に知 られるようになったのである。

ウィーン楽友協会に保符されているシュー

ペル トの自,n:楽諮によると、彼は管弦楽総詔
で第 3楽甜スケルツォの-J,と初の 9小節と、 ピ

アノ諮で トリ オの;,~初の反似記労まで作1111し

ていた。さらに近年 (1970年代）の発兄によ

って、その楽窃の最初の20小節までオーケス

トレーションされていたことが明 らかになっ

た。また終楽窃は、ヘルミーナ ・フォン ・シ

エジ一夫人の屈lj(キプロス 秘の女王ロザムン

デ〉のためのシューペル トの付随斉楽中の11:1

奏1111第 1番（第 1-2秘）が、本米はこの交饗

1111のためのものであったという説も布力祝さ

れている。

とはいえ、疑う ;j';地なくシューペル トの兵

箪として私たちの前にあるのは、 第 1楽章：

アレグロ ・モデラー ト（口知池1、 4分の 3柏

子、ソナタ形式）と、 第 2楽章： アンダンテ・

コン ・モー ト（ホ長池1、 8分の 3柏子、ソナ

タ形式） のふたつの楽鉗か らなるこの交饗1111

である。 両楽窄とも 3l"l'i子で、 1111恕にもきわ

立ったコン トラス トは兄 られないが、それら

ふたつの楽罪が一体になって、オーケス トラ

のための抒梢詩ともいうぺき新しい様式を完

成している。未完成なるがゆえの完全さとで

もいうか、古代ギリシャの トルソー (iiliや手

足のない彫f象）にもたとえ られるこの （未完
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成交響1111)ではある。

交響曲第 1番ハ短調作品68(プラームス）

作曲 1876年9月、パーデン＝リヒ テンシュタ

インにて。プラームスは 「ペー トーヴェンの

9 1111の交押1111があるのに、どうしてこのうえ

交·~陪1111の必要があるのだろうか」との恢疑を

いだく 一方、ワーグナーや リス トからすでに

死物化 したl'深形式と目さ れていた交響1111を、

新しい時代に立派によみがえらせたい という

使命感にもかき立てられた。交響1111第 1番は

そのような心度にあ ったプラームスが、 21年

11:Jものながいi淑月にわたる試行錯誤の末によ

うやく 悲顛を達成した作品で、 1862年以ミュ

ンスター ・アム ・シュタイン滞在q-,に杓 き 1こ
げ られた第 1楽1江には、まだ現在のもののよ

うな級やかな序奏は兄 られなかった。プラー

ムスが本格的にこの交孵LIiiに没頭したのは

1874年ごろからで、 1前年 「大学祝典li'IIII」を

作1111して符弦楽の扱いに自信を深めたことが

その1原動力 になったものともtm察されている。
その後スイスのチュー リッヒ湖畔の リュシュ

リンコン、ハイデルペルクに近いネッカーinf

畔のツィーゲルハウゼン、パルト海の リュー

ゲル・r.:,にある海J社町ザスニッツなどで稲を進

め、クララ ・シューマンの住居のあるパーデ

ン＝パーデン近くの リヒ テンシュタールで地

後の1i:トげがほどこされた。

初演 1876年11月 4El、カールスルーエの＇；哲



廷劇場にて、オッ トー ・デソノフの指揮によ

る。ウィーン初油は同年12月17Flプラームス

自均の指揮でおこなわれたが、彼はそのjjijに

楽,u,の細部にfl釦正を加え、またクラ リネット
をB秤に変更した。

指揮者 ・ピアニス トとして窃名なハンス ・

フォン ・ピューローはこの1111を、ペートーヴ

ェンの不滅の 91111を受けつぐ作品という慈昧

で「第10番」と呼んだ。それは正しい。 しか

しこの1111は、古典主義に基盤をおきながらも、

ロマン主義を席らかに歌いあげた新しいタイ

プの交響1111で、本質的にはまったくり11個の作

品である。

第 1楽章 ウン・ポコ ・ソステヌート（ハ短

調. 8分の 6拍子）ーアレグロ（ハ短調、 8分

の 6拍子、ソナタ形式）は、最初の37小節か

らなるl・f・奏部に、つづく 楽卒主部のキ要な動

機がすぺてふくま れている。

第 2楽章 アンダンテ ・ソステヌー ト（ホ長

調、 4分の 3拍子、三部形式）は、プラーム

スが得慈にした静揺な抒忙／美にとむ緩徐楽窄

で、哀愁を秘めており、第 3部の独奏ヴァイ

オリンの効呆も 印象深い。

第 3楽章 ウン・ポコ ・アレグレット ・エ ・

グラツィオーソ（変イ長調、 4分の 2拍：：f-、

三部形式）は、プラームス特有の索朴で親し

みやすいロマンス風の楽鉗で、彼はつづくふ

たつの交響1111でもこのような抒梢的なアレグ
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レットをメヌエ ッ トやスケルツォの特りに抑

入している。中1/¥J部はロ・此悶 8分の 6拍子

になって、管と弦の応答で述命的な動機をあ

つかう 。

第 4楽章 アダージョ（ハ短濶、 4分の 4拍

子）ーアレグロ ・ノン ・トロ ッポ ・マ ・コン ・

プリオ（ハ長調、 4分の 4拍子、自rt-tなソナ
タ形式）は、第 1楽窄とおなじく重要な動機

を組羅する大規松な序奏部が初めに附かれて

いて、それがアダージ ョからピウ ・アンダン

テ（ハ長調）に変わると、ホルンが有名な旋

律をのぴのぴと吹奏する。つづく楽釘£主部は、

ペー トーヴェンの第 9番の終末合咄の主題に

似た弦楽器の総奏で始まり、 ・J,女後はピウ ・ア

レグロ (2分の 2拍子）にテンポを辿めて、

歓喜の絶項で全,11,を終結する。

交響曲第 9番ハ長調 D,944 (ザ・グレート＞

（シューペルト）

作曲 1828年 3月、ウィーンにて。 創作過程

の詳細は不明。

初演 1839年 3月21日、ライプツィヒのケヴ

ァン トハウス符弦楽団の浙奏全にて、メンデ

ルスゾーンの指揮による。作tilt後まもなくウ

ィーン楽友協仝によって初iii•;されるはこぴに

なったが、アマチュアiii:;奏家からなる同符弦

楽団は 1回の紬習の後、油奏不可能なJiltとし

て初油を断念した。シューペルトは1828年11

月19日ウィーンで死去し、迫稿は兄のフェル

ディナントのもとに1呆符された。そのおよそ

10年後、 1838年 9月から翌年 1J・) 1 11までウ

ィーンに滞在したシューマンは、当時：ヴェー

リンク泌地に非 られていたペー トーヴェンと

シューペル トの邸に詣でた焔路、フェルディ

ナントを訪れて、シューベル トのこ の交が~ 1111

を発兄 し、フェルディナントの［解を得てそ

の半秘をライ プツィ ヒのメンデルスゾーンの

もとに送付した。かくして作1111名の死後11年

目に、このシューペル トの地後の父tr1111はよ

うやく i品のI.clをみたのである。ついでウィー

ンでも1839年12Jcl15「Iに楽友協会によって初

油されたが、この時は地初のふたつの楽窄だ

けの浙奏で、 しかもその間にドニゼッティの

歌屈I)(ランメ ルモールのルチア）のアリアが

挿人された。パ リとロンドンでは「あまりに

此くむずかしい」という理Iiiで油奏が拒否さ
れ、イギリス初油は1856年にマ ンズの指揮で

ようやくおこなわれた。 シューペル トの交堺

1111がイギリスで浙奏されたのは、こ のときが

枇初であ ったという 。

シューマンはこの1111のライプツィヒ初油に

際して執箱した紹介文中に「この交饗1111を知

らない人はシューペル トを本当に知っていな

い人であるJ と{'::き、「ジャン・パ ウルの 4巻

からなる此篇小説のように、天国的な長さ（ヒ

ム リッシェン ・レンゲ）を持つ作，'.,',」 と賛II災

した。この交閤1111は同 じくハJ乏池）の「第 6番」

と区別して 「大交響1111」 とも呼ばれ、近年わ
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が国では 〈ザ・グレート 〉 という名称が一般

化 している 。 1830年 までに~1::かれた交押1111'-I―,

ペートーヴェンの第 9番に次いでも っとも長

大であり、楽想の匝し さと翌かさ、 Ii足律と禾II

内の純粋な美、充＇尖した符弦楽法な ど、まさ

にこれはロマン的交牌1111の巨篇であ って、

ザ ・グレー トまたはグレートとの炎，lH-はたし
かに正紐を射ている。この1111は 〈木','fl戊父槃I'
1111) よりも早く世に知られたため「第 7番」

とされていたが、現在は 「第 9番」として統

されている。

第 1楽章 アンダンテ（ハ長，肱I、 4分の 4拍

千）ーアレグロ ・マ・ノン ・トロ ッポ（ハ長

訓、 4分の 2す(1子、ソナタ形式）は、火l"I的

な悠久さと屯稿を感じさせる1ヤ炎に始まる。

,, ,• ~rtに奏されるロマン (i(J なホルンのひぴきは

印象的で、その仙機が令1111で屯災な役を米す。

第 2楽章 アンダンテ ・コン ・モート（イ短

, 01,1、4分の 2Jl'H-、/災IIM部を欠くソナタ形式）

は、これも XI―lil(i(Jな長さというシ ューマンの

評目が適,,する拶幻(Iりな絞徐楽窃で、 1ff且 j ! (t'•J

な魅力とディテール（細部）の無限の必しさ

が,mき手を陶酔させる。
第 3楽章 スケルツォ、アレグロ・ヴィヴァ

ーチェ（ハlも似l、4分の 3拍子）は、 フラン

ス民謡くマールポロ公〉を息わせる旋律の表

梢ゆたかな トリ オ（イ此，枇I) を持つ。

第 4楽章 アレグロ ・ヴィヴァ ーチェ（ハ長

潤、 4 分の 2 拍子、ソナタ形式）は、 全 1 111 >1•



もっとも長く、つねに旋律を歌わせながら、 き上げられたスピー ドも、まさに超人的であ

歓喜と躍動感をも って1位どうと進行する。 コ る。 しかし、いっそう注目すぺきは、たとえ

ーダは}1と,m部風に拡大されている。 は第39番は感ti'/の温かさに向いた調である変

ホ長調、第40番は悲歎と激ti'!につらなる 卜知
交響曲第41番ハ長調 K.551(ジュピター） 調、第41番は偉大さと祭典性にふさわしいハ

（モーツァルト） 長調を主調にしていて、各1111がきわ立って対

作曲 1788年 8月101―l、ウィーンにて。モー 照的な性格をもつと 同時に、それら 31lliが互

ツァル トは亡くなる 3年前の同年 6月26日に いに補い合 って一体をなしていることであろ

第39番（変ホ長調、 K.543)、 7月25日に第40 う。

番（卜 短調、 K.550) を ~1::きあげ、さらにその 第41番の （ジュピター） との呼ぴ名は、 ハ

2辿!illほど後に第41番を完成した。そしてこ イドンをロンドンに招いたヴァイオリニス

れが彼の批後の交熊1111にな った。 ト・興行師のザロモ ン（彼はモーツァル トの

初演 不明。モーツァル トが品後の 3大交饗 イギリス召 ,,,.~も企画していた）が、とくにこ

1111を作1111した頃、彼はまだ32歳の若さであ っ の交押1111の終楽甜を器楽作品中の最高の座を

たが、ウィーンの公衆とアイ ドル としてのモ 占める傑作として、ギ リシャの主神 ジュピタ

ーツァル トの時代はすでに過去のものにな っ ーになぞらえたことから一般化したものとさ

ていた。収入は乏しく 、1位金はかさんで、 他 れている。第41番はまさにその辿りの偉容と

康も哀えを兄せていた。彼は 1:ai作の油突会を 煤窃さをそなえた名1111であるが、「フーガを終

計画し、おそ らくはそのために 31111の交!/,_'f.1!11 末にも つ交饗1111」との名称でも 知 られるよう

を作1111したのであ ったが、生1i1iにその中のひ に、対位法の技巧がきわめて効米的に用いら

とつでも油奏されたという 確実な記録はま っ れていることも重要視 される楽1111である。ま

た＜辿されていない。 またその後の初油につ た 31111中 もっとも大きな管弦楽編成 （第39番

いても 1リli=Jなデータはない。楽朗の初出版は ではオーポエ、第40番では トランペッ トとテ

l793年であ ったから、その頃を初油の年代と ィンパニがはぷかれていた）によっているこ

推察することは可能であろう 。 とも特節される。ただし第40番の改打版に加

えられたクラリネッ トは、この1111には用いら

モーツァルトの第39番から第41番までの交 れていない。

9拶1111は、恐るぺき 硲度の完全さと芸術性をも 第 1楽章 アレグロ・ヴィヴァーチェ （ハ長

つ。その 31111がわずか lか月半ほどの間に押 調、 4分の 4拍子、ソナタ形式）は、ふたつ
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の対照的なキ題を 中心に、 1及11n部ではそれら

の対位法的な処理も兄せながら、 明る＜‘此々

と辿行する。

第 2楽章 アンダンテ ・カンターピレ（へ長

閻、 4分の 4J1'1子、ソ ナタ形式）は、綿めん

と歌い出される第 1主題と、 3辿行をともな

う俊美な第 2-t題を主楽想 として、弦染料は
弱音器つきで通奏する。

第 3楽章 メヌエッ ト、 アレグレッ ト （ハ長

調、 4分の 4拍：：：（-）は、おなじ曲の トリオが

新鮮な対比を示す。

第 4楽章 モル ト・ アレグロ （ハ長潤、 2分

の 2ffl子、ソナタ形式）は、父咽1111における

モーツァルトの究極の凱歌ともいえるti:麗な

終1111で、対位法的な技巧が多用され、コーダ

では全1111のクラ イマックスをきずく 三軍フガ

ー トをく りひろげる。しか しフーガではない

から、上記の「フーガ付」とのこの1111の別称

は明 らかに誤りである。

円冥曲〈美しく青きドナウ〉作品314

（ヨハン・シュトラウス）

オース トリ アは1866年ケーニヒグ レーツの

戦いで・r;,;敵プロシャに手friいJ恥Itを喫し、誇

り邸いウィーンの人々は、 敗戦のショックで

気分が沈みがちであ った。翌年、ヨハン ・シ

ュ トラウスは、 ウィーン男戸合II廿協会の指揮

ぅむヨハン ・ヘルペック （後にオース トリ ア宮

廷歌劇楊、現ウィーン国立歌劇場の音楽監仔
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にな った）か ら合II/',ワルツの作1111の依頼を受

けた。彼は、戸楽つきのウルツをまだー1虻も

作JIiiしたことがなかったので、せっかくの!JI

し出を謝辞したが、ヘルペック から「このよ

うな悲しい時世にこそ、ウィーンの市民の心

に希望の灯をともすワルツが必要なのだ」と

説得されて、作JIiiの決心 をした。 シュ トラウ

スは ドイ ツの邸名な詩人カール ・イシド ー

ル ・ペックの「 ドナウ、美しく ','i・きドナウの

ほとり」という句で結ばれる詩を忍い出し、

それを 1ご1ずさむうち、ニ・虻調の上行する 3f011 

音にもとづく 32小節のメロディーがi勇き上っ

てきた。彼はそれを上旋律とし、ペ ックの詩

の批後の句を題名にしたワルツ （必し く-,'i・き

ドナウ〉を{'::きあげて、ヘルペックに手渡し

た。

しかし1867年の謝肉祭のさなかであ った2

J―l 1311に、ウィ ーン帝迫喝岱馬学校のパ ロック

風の大ホールで、ヘルペ ック 自身ではなくル

ドルフ ・ヴァインウルムの指揮するウィーン

男戸合II/',協会の合11/',I寸lと、シュ トラウスの北

ヨーゼフとエドゥアル トのふたりが兄に代っ

て統率したオーケス ト ラによ っ て初i~,された

（入しく wきドナウ〉は、アンコールが 1J11Jt. ご
け求められたというていどの成米に留ま った。

それはワルツ王のJ:I常の油奏全に！！・(iらすと、

成功というには遥かに述い状態であった。主

~(な原因は、この合 II/',協会所／屈の詩人ヨゼ

フ ・ヴァイルの{',いたテキス トがシュトラウ



スの音楽のロマン性とはま った＜裏腹な士気

窃拗型の内容で、 しかも歌いにくく非旋律(1勺

なものであったためとされている。

音楽の都ウィーンのシンポル、そしてオー

ストリアの策 2の国歌とも讃えられるこの円

舞1111は、奇妙なめぐりあわせであるが、ウィ

ーン初i¥riの数力月後に、フランスの肯都パリ

で最初の大成功を記録した。1867年夏のバリ

で万国郎が開催され、シュ トラウスはワルツ

王の熱心な礼讃者であったフランスの設族オ

ズモン ド伯爵の招待でl非窃全を兄物した。そ

れを機会にフランスの大新lltl 『ル・フィガロ』

が全社をあげてワルツ王のキャンペーンに釆

り出 し、同社の主催でシュ トラウスの演奏全

が!JI]催 され、 （美し〈',';-きドナウ〉はそのコン

サートで熱狂的な喝采を浴ぴて、フランスの

最布力な音楽批評家から 「ワルツの中のワル

ツ」 とまで激収された。オッフェンパックの

歌/JI]〈ホフマン物語〉の台本作家ジュール ・

パルピエがこのワルツのためにフランス語の

兄事なテキス トを杓いてくれたことも、 同1111

がパリの人々の人気に投じた裂因のひとつで

あった。 （美しくwきドナウ〉はこの後ロンド
ンでも圧倒的な成功をおさめ、やがて本・求本

元のウィーンで、また広くオース トリ ア全土

でIt.Iじようにペス ト・セラー的な人気を開し、

欧米の全好楽家の愛好1111となった。当時のウ

ィーンの大音楽評論家ハンス リックは、オー

ケストラだけのi寅奏によるI司1111を「歌詞を持
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たない愛国的な民謡、祖国オーストリアの讃

歌、平和なくラ ・マルセイエーズ（フランス

の革命歌。のちに同国の国歌）〉」 と礼讃した。

現在もこの1111は歌詞なしで、つまりオーケス

トラだけで浙奏されるのが通常であり、ヨハ

ン ・シュ トラウスのワルツの代表作として知

られているのである。

ちなみにこの1111は、「序奏」（アンダンティ

ーノ ーテンポ ・ディ ・ヴァルス）と、それに

つづく「 5つのワルツ」と 「後奏」で構成さ

れており、まさに一篇の音詩というぺき内容

をそなえている。

トリッチ・トラッチ・ポルカ作品214

（ヨハン・シュトラウス）

｛トリ ッチ ・ト ラッチ） (Tritsch-Tratsch) 

とは「女性のおしゃぺ り、むだ話」などを慈

味するドイツの1谷話 (Klatschund Tratsch 

ともいう）である。ポルカ (Polka)は、 1830

年ごろに起こ ったポヘミア（チェコ）の牒民

舞1111だが、ワルツより少し遅れてウィーンを

はじめヨーロッパ中で大流行した。このテン

ポの辿い 2拍子の舞1ll1はウィンナ ・ワルツよ

り1111の長さがずっと短く、気分的にも快適な

コン トラス トを持つため、ワルツと交互にi¥ii

奏されることが多い。しかしポルカにも、そ

の基本であるこの 〈トリッチ・トラッチ・ポ

ルカ）のような怠速間のもの (Schnell-

Polka)のほかに、 同じ くテンボの辿いガロッ

プ風ボルカ (Polka-quasi-Ga !opp)や、ゆる

やかなボルカ (Langsam-Polka)、あるいは同

様のフランス風のポルカ (Polk a- Fran~aise)

と、ポーランド舞1111マズルカと合体した 2拍

子のポルカ ・マズルカ (Polka-Mazurka) な

どの変種もあって、シュ トラウス 3兄弟はそ

れらもたくさん作曲 している。

円舞曲〈南国のばら）作品388

（ヨハン・シュトラウス）

オペレッタ〈女王のレースのハンカチーフ）

(Das Spitzentuch der Konigen)の中の美し

い旋律をあつめて作りあげられたワルツ。 ヨ

ハン・シュトラウスのそのオペ レッタ（第 7

作lこI) は、ポル トガルの名い」：．の怖力を封じ

込めようとする宰,ffjの欧謀が、 JI念IIJJな王妃と

忠臣セルパンテスのはからいでくつがえされ

るという筋で、 1880年10月 1「lアン ・デア ・

ウィーン1»11楊で初i~,された。評判はまずまず

という程度であったが、イタ リア王ウンペル

トI世（在位1878-1900)はこのオペ レッタが

大変気に入った。ワルツヨ：．シュ トラウスはそ

のことを知り、 UII座にこのワルツを編1111して

.:Eに献呈したのであった。「南国のばら」
(Rosen aus dem SUden) という 1ll1名のI―1-J米

は詳らかでないが、旋律の美しさと晩年のシ

ュトラウスのP-l熟した作1111技法によ って、こ

れは彼のも っともすぐれた1打舞1111のひとつに

なっている。
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なお原作のオペ レッタに登楊するセルパン

テスとは、有名な rドン ・キホーテ』の作者

であるスペインの小説家ともいわれるので、

ポル トガルではなくスペインの物語とも巧え

られる。 しかし史必的には根拠のない必歌劇

の台本であるのだから、深くせんさくする必

要はないだろう 。

アンネン・ポルカ作品117(ヨハン・シュトラウス）

これはワルツ干によるエレガン トなフラン

ス風ポルカ (Polka-I7ran<;aise)の代表作のひ

とつで、グラーツのア ンネンザールという舞

踏楊のために、彼がまだ20i澁代半ばであった

1852年ごろ作1111された。（アンネン ・ポルカ）

(Annen-Polka) という 1111名はそれにIii米す

るものだが、シュ トラウスは1852年 5月ウィ

ーンの：E'i匂内で公爵夫人のひとりからこの1111

の訴奏を所望され、それが契機になって、・;:,;

廷舞踏会でもときおり指揮をするようになっ

た。なおこれと同 じ名の1111を父ヨハン ・シュ

トラウスも作1111しているが、それはウィ ーン

に古くから伝わる聖ア ンの祝日 を記念して作

1ll1されたものとも、あるいは彼の実ア ンナの

ために作1111されたものともいわれている。父

と子の同名の楽1111はしばしば祝l廿1されるが、

いっそう名窃いのは息子のこのポルカである。

皇帝円冥曲作品437(ヨハン・シュトラウス）

(!',!_帝「り輝1111〉(Kaiser-Walzer)という 1111名



は、プラームスやドヴォルザークともゆかり 始まリであ った。 2〉、く第 3>、＜第 4〉のワルツが新しい主題 をもち、そのいたずらっぽく、しゃれた感じ

の深いドイツの楽諮出版ネI:ジムロックの 3代 一方ヨハン ・シュトラウスは莉いころ、体 によ って展llf.lされ、既出の旋律がIITI想される がきわめて魅力的である。 ヨハンのすぐ下の

lclの当=iてフ リッツ ・ジムロックが名付けた も ： 1,1]派であった父ヨハン ・シュトラウスにtl/iつ コーダ（後奏）で1111は結ばれる。 このような 北ヨーゼフ ・シュトラウス (1827-1870) は、

ので、初版の楽昭には、献呈者の名こそなか いて、 1848年のウィーン仙乱の際にく革命行 構成（ワルツの数は不定）が、ヨハン ・シュ 背楽家よりは技r.Hi、とくに建築家になりたい

ったが、その抽初のページにオース トリアの 辿1111〉を作 1111し、武力蜂起した民衆の1iijで トラウスを代表者とするウィンナ ・ワルツの と咆んでいた。詩人でもあり、画家でもあり、

:li冠が刻I'llされていた。そのためこの1111は、 くラ・マルセイエーズ〉を浙奏するなどの行勾 定型なのである。 行楽はクラシックを愛好した。 しかし、神風

オーストリア見帝フランツ ・ヨーゼフ 1・世の をした。彼はそのためフェルディナン ト1世 タレントのように多ttな兄を助けるためとそ
在位40周年の祝哀が1888年12月 2日にウィー のあとを継いだ出帝フランツ ・ヨーゼフ 1世 常動曲作品257(ヨハン・シュトラウス） の熱窃にひかれて、結局は兄弟そろ って同 じ

ンで催 されたとき、その幽廷舞踏会のために からうとんじられて、ずっと後の1863年まで、 この軽快なスケルツォは、指揮者が身振り 道を歩むことになった。〈 ピッツィカー ト・ ポ

作JIiiされたものと 日い伝えられてきた。しか ウィーンの窮廷舞踏楽師長の位につくことが で終わりを告げるまで、 i)ii奏をいつまでもつ ルカ〉のような小さいJIiiを、性格がちがうた
し最近の研究によると、この1ll1の初油は、そ できなかった。しかし晩年のシュ トラウスは、 づけることができるように作 られている。1痕 めかえ って仲がよかったといわれるふたりが、

の祝奴の和I>の10カHほど後におこなわれた オース トリ ア品帝に対して父と同様の深い忠 題の「ペルペ トゥウム ・モーピレ」(Perpetuum どのような分担で合作したのか、あれこれと

ものである。と はいって も、ワルツ王ヨハン・ 誠心をいだき、 同国の民衆もまたフランツ・ mobile) とは、 中世の科学者が歩想 した,k述 乱北してみるのも楽しいことである。

シュ トラウスの1,;,邸の傑作のひとつとされる ヨーゼフ 1世に大いなる敬愛の梢を奇せてい にエネルギーを表失しない無IIJ蜂）J)Jのことだ なおこの1111は、旅先のロシアで作1111されて

この円舞1111が、品帝フランツ ・ヨーゼフ 1世 たのである。 が、ヨハン ・シュ トラウスの生1iりのウィーン から34年後の1893年に、ワルツ王ヨハンのオ

をことほいで作1111されたことは、通説どおり 〈品帝円舞1111〉は、 il太子の変死によ ってい は産業が命の真仙 I•であ った時代で、 「無IINの ペ レッタ〈公妃ニネ ッタ〉の挿入1111に1史われ

の、疑うぺくもない<I改 と考えられるのであ っそう孤独な性格 を強めた±,し帝（と きに59i淡） 動き」という滋味のこの呂;~は当時の流行語 てい っそう 布名 になったが｀そのときすでに

る。 を讃仰 して作1111されたものであることは、テ にな っていた。1-l:).lの辿歩をとげた蒸伍機l渕 牙）のヨーゼフは神の国に召されていた。ワル

1848年のウィーン動乱の後を受けて帝位に ンポ・ディ ・マルチア （行進1111のテンポで） を兄て感心したワルツ ―Eは、それにインスピ ッ l円の 〈新ピッツィカー ト・ポルカ〉と いう、

ついたフランツ ・ヨーゼフ I・I!!:の治世（第一 に始まる,q:奏部の荘重で部やかなしらぺによ レーションを得て、この無限に i~i奏できるユ これと 同辿1,,,の1111は、 〈ピッツィカート ・ボル

次大戦,i,の1916年まで）は、多事多難な国事 って、すぐさま実感でき ることだろう。モー ーモラスな1111を作1111(1862年）し、「背楽の冗 力〉の続編としてその年に代1111されたもので、

に終始したが、 UII位40年祝典後、私生活の上 ツァルトの歌屈I]〈コジ ．・ファン ・ト ゥッテ＞ 談」 (MusikalischerScherz)と題して悦に入 それは北ヨーゼフヘの追加の1111ともいわれて

でも{J.帝には恐るべき不幸があいついで兄舞 の"'のく士l勾たちの行進＞のメロディーをほ っていたということである。 いる。

った。 Iii','れの IIの数週間後の1889年 1月291] のかに息い起こさせるこの北大な芙しい序奏

に、 一人息子であった世嗣 ぎのルドルフ大公 の後に、テンボ ・ディ ・ヴァルスの経過部を ビッツィカート・ポルカ（弟ヨーゼフとの合作） 喜歌劇（こうもり〉序曲 （ヨハン・シュトラウス）

が、ウィ ーンの森の西南部に位附するマイヤ 経て、ペン ・レガー ト・エド・エスプレッシ
やか,,

ー リンク村の狩りの館の寝室で、愛人マリ ーヴォ（レガー トで表梢ゆたかに）と指示さ

（アンネン・ポルカ〉 とIii]様のフランスふう オース トリ アの竹都ウィ ーンの人IIは、 19

ポルカ。題名のとお リピッツィカー ト奏法に 世紀に急激にWI大した。その住民の中には帝
ー ・ヴェツェルタと共に自らの命を断ったの れている＜ワルツ第 1〉が始まる。つづいて よった弦楽合奏1111で、「常に ピッツィカー トで 同領・L:内の央民族、つまりポヘミア人、モラ

である。これが1;1_帝の晩年の辿絞的な悲劇の 1.;1じく 二部形式あるいは三部形式をとる＜第 ピアニッシモを大いにきかせて」という 指定 ヴィア人、ハンガリ一人、セルピア人、イタ

26 27 



リア人などもたくさん混ざっていた。コスモ ムで、彼が考えた肱気な仇討ちがこの楽しい

ポ リタン化したウィーンの市民は、ポヘミア オベ レッタの物語なのである。＜序11!1>は全1111

のボルカ、ボーランドのマズルカ、ハンガリ 中の兄どころ聴きどころの芙しい旋律を求ね

ーのチャールダーシュなどをレン トラー舞1U1 たもので、シャンパンの栓を抜く背を描写す

やウィンナ ・ワルツと同様に愛好し、それら る3つの利音に始まり、 「親 しい仲」(Duund 

すぺてを同時に楽しめるウィーン風オペ レッ Du)の1111名で独立のワルツとしても知られる

タに人気が集中 した。ワルツ王シュトラウス 第 2ふ乍のフィナーレの「り舞1111(こうもりのワ

も 〈美し<flきドナウ〉の 4年後からオベ レ ルツ）や第 1甜でロザリンデによ って歌われ

ッタの創作に主力をそそいで、その第 3作〈こ る悲しげなメロディーその他が次々に姿を兄

うもり〉によ ってオペ レッタ史上の不滅の金 せる。しかも形式的によく整っており、 〈ジプ

字塔を打ち建てた。 シー男爵〉の1f1ll1と双埜の名1111として、古今

〈こうもり 〉というのは、IJIJ中の人物である のオペラ＝オペ レッタ序1111中に不動の位附を

ウィー ンの公1.iE人ファルケIN士のニックネー 占めている。

［藁科雅美］
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ペーム／ウィーン・フィルをきいて

小石忠男

ウィーン・フィルの海外旅行は1922年以米 の入場券を求めるハガキがNHKに殺到した

今回が10厄Itiであるという 。そのうち 5回ま ときくが、それにしてもこのような現象を目

でがl印1本への旅行を含み、あるいは日本が目 繋したのは、私にと ってはじめてのことであ

的地となっているのだから、ヨーロッパ以外 り、 ',ij日のようにIll-Iかれている音楽全でも躾
ではわが国の好楽家が、も っともウィーン ・ イダI]のことといってよいだろう 。

フィルにとってゆかりの深い聴衆ということ 略

になるわけだが、それにしても第 5回にあた NHKホールの舞台に登場したペームは、

る今度の来日は、かつてのカラヤンとの来 El 80改の高齢とは息えぬほどかくしゃくとして

を上まわるはどの大きな印象を残した。私自 いた。一時は失明するかと心配され、病気で

身、い ままで何Iil'.'lかオーケストラの浙奏会 引退をうわさされたが、オーストリア人とし

をきいたのではないかと忠 うが、そのなかで

もっとも感動的な浙奏会と!illわれた楊合、ち

ゅうちょなく今阿のカール ・ペームとウ ィー

ン ・フ ィルのコンサー トをまず学げることに

なるだろう 。

おそらく iHI国がそうであったと息 うが、私

がきいた 3月1911のコンサー トは、さしもの

広大なNHKホールが柏手と歓戸、躾1丹と感

動のるつぽと化 した。最後の柏手は延々30分

にもわたって跡絶えず、楽団全以が飾台から

去 ったあとも、指揮者ペームだけが総立ちと

なった聴衆に何度も呼ぴ出された。たしかに

ペームの再度の米l―lはフ ァンから待望されて

いたし、彼がも っともゆかりの深いウィー

ン ・フィルを指揮する というだけで、 16万通
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てはやや小柄な彼も、 指揮台に立つと党々 と

威風あたり をはらうといった趣きがある。 も

ともとま った ＜飾 り気のない指揮をする人だ

ったが、 その指揮ぷりは鋭い注慈力をみなぎ

らせて完全にオーケストラを統率し、背楽そ

のものに奉仕する気迫にあふれていた。彼の

タク トは必要1,!i小限の動きしかないようにも

息 えるが、それは随所で合奏に先行して次の

表h','をl:¥f¥ii//iさせてゆくような効呆があり、と
きに忍わず身体をかがめてしまうのも、そう

した感じをよ り強調するものであった。

ペームのこうした棒を兄ていると、まさに

ー芸の奥義に達したきぴしさと冴えを感じて

しまうのだが、それは、たとえばシ ョルティ

のよ うにウ ィーン ・フィルをかなり強引に統



率し、 押 さえつけ、あるいは引きずり、 ドラ

イヴしようとい ったものではない。ペームの

指揮棒がベームの汗楽を表現する手段である

ことはいうまでもないが、それは楽はの自発

性に期待しており、彼らの感じる背楽を1u/の

無理もなく 引き出 してくる役割をも米たして

いる。この指揮名がドイツ＝オース トリ ア系の

背楽を指郡するとき、そこには毛筋ほどの不

(I然さもなく、逆にいえば楽旦たちはペーム

のテンポを 1全1らのものとして先取 りすること

ができる。そのためl'i楽に反映する巨大な風

格はたしかにペーム自身のものにちがいない

が、そうしたことは彼のアゴーギクがあくま

でも合理的な力学の上に成立していることの

、必証といえる。ここで楽且とペームはまさに

一体 とな って燃焼している。

とにかく ウィーン ・フィルのメンパーが、

これはど一生けんめいに、凄いはどの索吸感

をも って浙奏したのは、わが国ではかつてな

かったことではないだろうか。彼らは交互に

炭敬のIll,でペームを兄すえ、顧而を祇r.i❖IJ させ、

カのIll,リをつくしていたのである。それに今

阿米 nのメンパーは平均年齢が若くなったよ
うだ。1956年にこの楽団がヒンデミッ トを指

揮名 としてはじめて知lしたとき、楽は数は

今回のものの約半数であ ったが、そのときの

メンパーはかなり年齢的に上だったように記

磁している。

たぷん、そうしたことも理由とな っている
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のだろう 。今Jrrlのウィーン ・フィルの音は、

以前の古めかしい感じが変わり、現代化され、

いわばオ'f ―トペルリン ・ フィルの線に近つ•しヽ t..:

ように息 える。ひぴきにIIJIるさと 冴えた力が

加わり、時代とともにやはりこの伝統あ るオ

ーケストラも変化しつつあると感じさせたの

である。 もちろん、これは悪い．な味でい って

いるのではない。むしろ表現力の揺が広がっ

たというな味に解釈することもできるのであ

る。

それに古くからのすぐれた伝統が残されて

いることはいうまでもない。やはり弦の中背

域の允兵していること、，；玄、木w、全管の各
セクシ ョンがほとんど名人芸ともいえる技巧

を身に付けていること、そして奇妙ないい方

かも知れないが、それぞれの楽岱がもっとも

それらしく嗚っていることを改めて確認する

ことにな ったのは人きな収役であった。つま

り弦はも っとも弦楽器的な芙感をもち、フル

ートはあたたかくふくらみ、オーポエは・u・<
ひぴく 。そして金管の鮮烈なこと。古くから

あるホルンの独特の背色も残っている。

ベームはそうしたウィーン ・フィルの背を、

そのままオーケス トラというものの美しさと

して表わしてくる。 どこが強油されるという

ものでなく、オーケストラの編成が現在の姿

に定昨した理Iiiが何よりもわかるようなパラ

ンスなのである。 しかも梨壮な力がそのなか

から泌き ,'I',してくる。私がきいた夜のアンコ

ールにはワーグナーの （ニュルンペルクのマ

イスタージンガー〉jjij奏1111が演奏されたが、

その',,'lit(のトゥッティや行進の動機によるコ

ーダのすさまじいひぴきは、背:l,しのゆたかさ

や布の輝きを誇るアメ リカや‘ノ述のオーケス

トラに1憂に匹敵するものであ った。

いや、そんなことはウィーン ・フィルの特

色でもなかろう 。それよりも私がきいた夜の

シューペルトの 21111の交’拶1111で、 （未完成〉の

ロ短調がいかにも汲いを魯ぴて重く、ほのII布

く、繊細にひぴき渡 り、 それがあの長大な〈ハ

J乏油I} となると、 一変して背のIii','れやかさ、

引 き締ま ったIIJJ快 さを現わしたことに注l弓1し

なければならない。なぜ、作1111家がその調で

: ':• いたかという邸味をこれほど感じさせられ

たことはなかったのである。

それからペームが指押 したとき、楽器の音

色が索朴だということと1:1¥I述するのだが、彼

が指揮するとき、オーケス トラの弦は弓をあ

まり跳ねさせず、よくテヌー トをきかせて背

の時価を確共に弾きり）っている。こうしたこ

とは束ドイツのシュターッカペ レ・ドレスデ

ンでも っと徹胚して示されていたが、ペーム

が指揮するとウィーン ・フィルもひとつひと

つの行を克 lり 1 に、沿~に弾くのである。〈未完

成〉の第 2楽なの、コーダの終わりで、ペーム

は第 1ヴァイオリンの/)/)/)の部分をダウンポ

ウのひと弓で弾かせて、おどろくほど透明な

IN背のひろがりを得ていたが、こうしたこと

31 

ができるのは、ウィーン・フィルとペルリン・

フィルだけだそうである。

しかし、そうしたなかに、たしかなペーム

の窃の手ごたえがある。これは自然のささや

きのようなソノ リ ティで、ごく •最近のドイ

ツ・グラモフォンの録l'iはやっとその感じを

とらえはじめたようだが、要するに熱気と lブ、1

而か らのふくらみをも ったきわめて索朴なl'i・

であるため、マイクロフォンやスビーカーに

とっても っとも苦手とする質の音であるとも

いえる。ひとくちにオーケス トラのひぴきと

いっても、録音にはいりやすい質のものとは

いリにくいものがあるようだが、ペームとウ

ィーン・フィルのそれは後者の代表のように

息われてならないのである。

それは木骰の音ともいえないが、金J,fi,(1りな

ひぴきや人口 (l'•J なつや っぽさからはも っ とも

かけ雌れたものであるだろう。しかも シュー

ペルトの 〈第九〉やワーグナーでは地の胚か

ら盛り上がってくるような頂l耳なl'iと汗楽が

起伏し、この 21111ではr'i楽がじょじょに熱気

をはらんで地後に大きな呼吸でそれが一気に

解放されるi紺奏に、身も魂もゆさぷられてし

まった。

こうしたこともマイクロフォンではとうて

いとらえられない。すなわちペームは火油を

きかなくてはその兵価が感じられないともい

われる理1J1であるが、彼のあくまでも誠必な

解釈は、 一而シューペル トでも古典的な格濶



のii:.しさを表現 し、もはや1::;nとさえいえる の味わいがやはり感 じられる。そのむかしの

ほど文しい歌と造形をつく つていた。 そして、 ウィーン ・フィルに近接した音が若いメンパ

そうしたことはテレピやラジオを通じてもや ーからも得られるのである。

はり感動的だったのである。 そこで音楽はあくまでも率直 に、 其禁に、

ウィーン ・フィルが現代化したとはい った その内容をあらわにして1::iいかけてくる。 こ

が、ペームが指揮すると機能的な紬逹さをそ れがペームの指揮の結米tごというのなら、い

のままに、やはり古きよき時代の伝統があり ったい彼の後継者はあるのだろうか。 もし、

ありと感じられる。若いメンパーたちに変わ ないとすれば、今後ペームが引退でもすれば、

っても、さすがにウィーン ・フィルである。 ウィーン ・フィルはどうなるのだろう、とい

総体 に以前 よ りも流れのなめらか さが加わり、 う余計な心配まで した くなってくるのである。

ひぴきに冴え渡ったJIJ,j快 さが堺 したところで、 それもこれもあま りに もペームとウィーン ・

ペームが採ると 色づけのないきぴしいひぴき フィルが強烈な印象をあたえたためであろう 。

r音楽の友J(1975年 5月号）より
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